	開催セミナー

	第24回　農楽マッチ勉強会

	日　時
	2018年9月16日 (日)

　　13:30～16:00
	場　所
	大阪第一生命ビルディング　

１９BOX

	講　演　者

	中島光博　氏　　　松本譲氏　

	タイトル
	～地域商社とは？地域の活性化を学ぼう～

	内容
	中島光博氏 GreenGroove　代表
広島県出身、神戸の大学を卒業後、大阪難波に勤務されていたが、29歳で退職。転職活動中に、友人から“水耕栽培の会社を起こすぞ！”と誘われ、全くの非農家にも関わらず、“未来を感じて”と“企業を立ち上げる雰囲気に惹かれて”で始められました。
洋風野菜を栽培、販売されるいきさつを語られ、現在では10種類の洋風サラダ野菜をミックスしたものをメインで販売中。商品の特徴はスーパーで並んでいるベビーリーフより鮮度が高く、レストランやホテル等外食産業向けとして主に販売中。
立ち上げ時は、価格、数量など思うように売れず、また技術・経験・知識不足により、

様々な困難に見回られ、毎日生活をすることも大変だったそうです。売上が伸びない中、東京のマルシェが流行っているとのことで、東京に進出。東日本大震災もあり、予想外に大当たり。大阪で栽培しながら、毎週東京へ行くという“ハードスケジュール”で当時の代表が体調を崩され廃業したので、中島さんが引き継いで5年目になるそうです。
　今まで農業と販売の経験を通して、以下の問題点を指摘されました。
・新規就農者と既存農家でインフラ等の違いで、新規就農者は生産コストが割高になる。
・大阪は土地が狭く、希少価値から賃借料等が高く、農場の大規模化が図れない。
・生産者同士が市場で低価格競争をしていて、連携ができていない。
等、大阪の都市型農業として今後は作るだけが農業ではなく、農家等が連携を図り、作ることをサポートする仕組みを作らないと、美味しいものだけ作っていては、農業は終わると締めくくられました。

松本譲氏　株式会社ファーマーズフォレスト代表取締役
ファーマーズフォレストは、ロマンチック村をはじめとする交流資源を通じ、次世代のアグリカルチャーとエコツーリズムを目指した「ものづくり」「ひとづくり」「まちづくり」に挑戦し、全国の各地域と連携協働しながら、活力ある「地域ブランド」を総合的にプロデュース。
地域の高付加価値化創造、拠点づくり、経営診断、地域人材育成等、地域や企業の活力創造の取組を行っている。
事業概要
・【拠点運営・農業事業（認定農業者登録法人）】

道の駅うつのみやロマンチック村

・【地域総合プロデュース・食農支援事業】

食と農業を通じた地域活性化のしくみ構築、食品・サービス開発支援、総合プロデュース事業

・【地域商社事業】

農産物や地域特産品等の総合流通事業展開、産地間中規模流通、直営店舗やアンテナショップ等の経営
・【着地型観光事業】

地域資源を活用した観光開発や企画旅行、地域活性化の企画提案並びに情報発信

・【ブルワリー事業】

クラフトビールの醸造販売事業、ＯＥＭ製造受託事業

【企業経営診断・コンサルティング事業】

創業支援、経営革新、経営改善、事業デューデリジェンス、各種運営基本計画、研修事業等

【サラリーマンから事業家として創業までの経緯】

松本氏は、大学卒業後に大手自動車メーカーに就職し、文系出身ながら栃木県にある開発部署に配属、その後営業を希望して販社で営業に従事。当初苦労されたが、結果を出したところ、本社呼び戻しとなり、その後埼玉の工場勤務となった。しかし、工場勤務を嫌って転職。その後、不動産売買関係の会社で役員まで昇進したが、元来事業家志望であったことから事業家に転身。
平成19年に栃木県宇都宮市の第三セクターの解体の公募に応募、「宇都宮ロマンチック村」運営を受託して創業。
【セミナーを受けて】

松本社長は、講演の中で、農産品等を製造、販売する仕組みとして、行政の生産者側への支援があるが、販路拡大策、出口戦略が少ない。そこで販売側としての出口戦略が必要であるとし、地域商社や地域経営、着地型観光等の仕組み等を構築、46ヘクタールの道の駅「ロマンチック村」を6次産業化創造拠点として運営し、年間146万人という集客に至っている話がありました。
農商工連携、6次産業化により今後も新商品の開発が行われると共に、それらの販路拡大策出口戦略等の仕組みを構築し、「地域ブランド」の構築や産地と産地、地域と地域との連携を行うことで、地域創生に発展していくことが期待できるという話があり、私も期待できると思いました。
【質疑応答】

質疑応答では、農業生産者による農業振興策や公募情報の入手の仕方、チラシ等ＰＲの方法、直営店の今後の展開、着地観光等についての質問があり、盛り上がっていました。
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